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<1> 

《開催予定日》 

12月  6日（水） 

12月 13日（水） 

12月 20日（水） 

12月 27日(水) 

 

◈［三箇自治会館］ 

  午前１０時～１１時（マット不要） 

◈［三箇二丁目公民館］ 

  午前１０時～正午 

◈［新和町自治会館］ 

  午後１時～２時３０分 

（※ 都合で中止になる場合があります。） 

 

福 祉
しあわせ

広 げ て 

共に学び共に生きる 三箇校区福祉委員会 No.104 

 毎日暖かい日が続いていましたが、立冬という言葉を聞いてから、急に季節に合った気候になって

まいりました。 

 先月の 10 月 31 日、老人会 1 班 4 名で 23 組、総勢 92 名の会員さんらと、15 名のスタッフで社協の

3 階の外広場で、朝 11 時より 15 時まで大変熱い時に、日光に当たりながら皆さん大変元気に「輪投げ

大会」で親睦を図ることができました。寺川や野崎の方々は、月に何度か練習をしておられ、大変お強

く全く歯が立ちませんでした。何事においても日ごろの練習がいかに大切か思い知らされました。我々

も練習次第では必ず勝てるようになる、というよりも対等に戦えるようになる。「練習あるのみ！」「強

くなる！」そう思って帰ってきました。これは私一人の 

たわごとなのだろうか？ 

 

新和町自治会 藤原司佐 

 

ふれあいサロン『まちかど喫茶』 

【10月：マジック、脳トレ体操、オカリナ・フルート演奏（田伐さん） お客様

28名、スタッフ15名】 
【予 告】 

12月 21日（木）、11時

30分開店です。 

お楽しみコーナーは、フリ

ージアコーラス・レスポア

の皆さんです。 

 

乞うご期待‼！ 

 

 

４年ぶりに

田伐さんが

出演して下

さいました。

以前と変わ

らず素晴ら

しい演奏あ

りがとうご

ざいました。 

マジック山本さん 
脳トレ体操松谷さん 
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谷中まつり 
 11月11日（土）午前11時より、谷川中学校において『谷中まつり』が行われ、三箇校区福祉委員会も模擬店を出店しま

した。三箇恒例のフランクフルト300本を焼いて販売し、瞬く間に売り切れました。4年前は500本を苦労して販売した経

験から、数量を減らしたのですが、大行列ができるほど好評で、500本にしておいた方がよかったと後悔しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三箇小学校花壇づくり 

11月20日（月）三箇小学校おはよう運動終了後、三箇校区福祉委員会役員9名で花壇づくりを行いました。 
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認知症サポーター養成講座     ●対象：大東市在住・在勤・在学の方 

●日時：全日程同じ内容で、受講時間90分程度です。 

  令和５年12月12日（火）19：00～ 

令和６年１月13日（土）10：00～ / ２月17日（土）13：30～ / ３月21日（木）19：00～ 

●場所：大東市立生涯学習支援センター アクロス 

（末広町１－301 ローレルスクウェア住道サンタワー内） 
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冬でも水分補給を！ 

朝晩の冷え込みが厳しくなり、空気も乾燥してきました。体調管理が難しい冬は、 

乾燥に対する注意も必要です。夏は暑さで汗をかき水分補給に気を使いますが、 

「冬場はトイレが近くなるから水分を控える」という声をよく耳にします。冬場は 

汗をあまりかかないからといって水分補給が不要というわけではありません。人は 

普段の生活でも、1 日に約 2.5ℓの水分を失います。安静にしていても 1 日に 1ℓ程の水分が失われるそ

うです。対して食事で摂取する水分や体内で作られる水の量は 1.3ℓ。失った分を補うためには、さらに

1.2ℓ程の摂取が必要となります。  

空気が乾く冬場は身体も乾燥し、もっと多くの水分が排出されます。空気が乾燥すると粘膜が弱まり、

インフルエンザにかかりやすくなります。乾燥しやすい室内では、加湿器などを使って適切な湿度を保つ

ことも必要です。目安は湿度 50～60%です。 

感染症が冬に流行する理由の 1 つが「気温・湿度」です。インフルエンザウイ   

ルスなどは低温・低湿度を好みますので、寒くて空気が乾燥する冬は最適な環境

というわけです。昔はストーブの上に薬缶を置いて乾燥対策をしていました。現

代はエアコンが普及しているため、加湿器などを使用して適切な湿度を保つこと

が対策の一つです。マスクやうがい、水分補給を意識してください。乾燥・感染

対策をしっかりと行い、健康に冬を過ごしてください！ 

 

 

安心・いきいきネット相談支援センター 慶生会住道 松谷彰大  電話：072-806-2880 
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聞きたい、知りたい 認知症なんでも講座 ～認知症サポーター養成講座～ 

『認知症』とは、さまざまな脳の病気により、脳の神経細胞の働きが徐々に低下し、認知機能（記憶、判断力な

ど）が低下して、社会生活に支障をきたした状態をいいます。高齢化が進むとともに、認知症の人も増加して

います。2025年には 65歳以上の５人に１人は認知症であると推計されています。認知症は、誰もがなりうる

ものであり、私たちのごく身近なところに認知症の方や、そのご家族がおられることになります。認知症サポ

ーター養成講座では、認知症の基本的な症状や接し方をお伝えするとともに、物忘れや認知症から生じる悩

みや困りごとなど、何でも相談ができます。お気軽にご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(寄稿 大東市地域包括支援センター 社会福祉士 西尾 祐佳 電話：０７２－８００－５３７４) 

  

高齢者の何でも相談窓口 
地域包括支援センター 

【認知症サポーター養成講座に関するお問合せ・お申込み先】  

大東市地域包括支援センター 電話：072-800-5374 

  

養成講座の受講希望の方や、生活サポート事業の利用希望の方は

お気軽にお問い合わせください。 

 

 


